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神楽坂だより

話
題

類
似
商
品
を
巡
っ
て
の
苦
情

「
先
生､

ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
」

神
楽
坂
「
ご
じ
ゅ
う
ば
ん
」
元
祖
争
い

を
巡
っ
て

神
楽
坂
で
は
、
毘
沙
門
天
「
善
国
寺
」

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
神
楽
坂
支
店
前
の
本
多

横
丁
出
入
り
口
東
角
に
中
華
料
理
店
と
中

華
肉
ま
ん
じ
ゅ
う
店
を
併
設
の
店
舗
「
神

楽
坂
五
十
番
」
（
元
祖

五
十
番

神
楽
坂

本
店

写
真
・

右
）
が
元
祖
総

本
店
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

店
舗
を
移
転
し

た
こ
と
で
類
似

商
品
“
肉
ま
ん
”

を
巡
っ
て
の
苦

情
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
神
楽
坂
五
十
番
」
が
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
、
こ
の
地
か
ら
神
楽
坂
上
の
大

久
保
通
り
西
角
に
移
転
、
も
う
１
店
「
神

楽
坂
五
〇
番
」
（
㈱
神
楽
坂
五
〇
番

代

表

永
山
浩
志

写
真
・
左
）
が
早
稲
田

通
り
（
神
楽
坂

商
店
街
坂
下
）

本
多
横
丁
出
入

り
口
西
角
に
移

転
出
店
し
た
こ

と
で
一
般
の
方
々

は
、
“
屋
号
”

を
注
意
深
く
見

な
い
と
判
別
が
付
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。理

由
は
、
「
神
楽
坂
五
〇
番
」
の
お
店

が
元
々
の
「
神
楽
坂
五
十
番
」
の
お
店
が

あ
っ
た
本
多
横
丁
出
入
口
西
角
に
移
転
し

た
か
ら
で
す
。

し
か
も
「
神
楽
坂
五
○
番
」
は
、
デ
パ
ー

ト
地
下
な
ど
に
積
極
的
に
店
舗
を
展
開
、

店
舗
が
対
し
て
「
神
楽
坂
五
十
番
」
は
、

一
度
倒
産
を
し
㈱
Ｏ
Ｓ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン(

本
社
：
大
阪
市
北
区
、
代
表
取
締
役

社
長
：
山
田

啓
輔)

が
再
建
し
て
お
り

「
銀
座
に
志
か
わ
」
の
関
係
会
社
が
運
営
、

神
楽
坂
・
大
森
・
巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街

の
３
店
と
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
が
店
舗
で
す
。

一
般
の
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
宣
伝
、

広
告
な
ど
接
点
の
多
い
方
が
周
知
度
・
認

知
度
は
上
が
り
ま
す
。

「
お
ま
え
と
こ
、
味
を
変
え
た
な
あ
」

と
苦
情
電
話
が
多
い
と
言
う
。

お
客
さ
ま
の
嗜
好
、
好
き
嫌
い
が
あ
っ

て
ど
ち
ら
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。

ま
し
て
や
神
楽
坂
、
葛
飾
、
伊
勢
で
の

案
内
人
で
あ
り
公
正
、
公
平
、
中
立
で
あ

る
こ
と
を
要
し
ま
す
。

対
応
は
、
難
し
い
で
す
ね
。
「
五
十
番
」

と
「
五
○
番
」
の
屋
号
の
違
い
、
味
の
違

い､

五
「
十
」
番
な
の
か
五
「
○
」
番
な

の
か
、
し
っ
か
り
判
別
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
先
生
、
私
に
は
本
音
を
言
っ
て
よ
！
。
」

「
私
は
、
五
十
番
し
か
買
い
ま
せ
ん
。
」

神
楽
坂
を
ご
存
じ
の
皆
さ
ん
方
は
、
ど

ち
ら
に
軍
配
で
し
ょ
う
か
。

東
五
軒
町
も
ち
つ
き
会
再
開

よ
い
し
ょ
の
声
轟
く
会
場

㈱
八
洋

【
神
楽
坂
】
１
月
28
日(

日)

朝
10
時
か
ら

東
五
軒
町
町
内
会
主
催
で
「
も
ち
つ
き
会
」

が
あ
り
コ
ロ
ナ
禍
後
、
再
開
さ
れ
参
加
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
や
高
齢
者
に
配
慮
し
て
、

突
い
た
餅
を
極
力
小
さ
く
切
っ
て
の
「
雑
煮
」

ふ
る
ま
い
で
し
た
。

氏
神
の
筑
土
八
幡
神
社
の
宮
司
か
ら
会
始

め
に
当
た
っ
て
浄
め
、
お
祓
い
。
子
ど
も
た

ち
と
、
親
子
孫
で
杵
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
飯
田
橋
・
神
楽
坂
は
、
花
柳
界
で
あ
っ

た
と
と
も
に
編
集､
出
版､

印
刷
、
製
本
、
裁

断
、
搬
送
業
者
中
小
零
細
集
積
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。

工
住
混
在
で

準
工
業
地
域
・

東
五
軒
町
の
人

口
は
、

25
年
前

は
５
０
０
人
足

ら
ず
で
し
た
が
、

現
在
で
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
都
心
回
帰

も
あ
っ
て
利
便
性
が
高
く
約
25
百
人
と
４
倍

強
で
新
住
民
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
出
版
物
取
り
次
ぎ
の
最
大
手
㈱
ト
ー

ハ
ン
が
、
紙
媒
体
の
出
版
物
不
況
に
対
処
で

神
楽
坂
界
隈
の
物
流
拠
点
、
倉
庫
を
売
却
な

い
し
賃
貸
化
、
本
社
敷
地
は
、
管
理
棟
を
新

築
、
物
流
部
門
を
三
菱
地
所
に
賃
貸
化
、
令

和
７
（
２
０
２
５
）
年
３
月
竣
工
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
ワ
ン
ル
ー
ム
の
２
棟
10
階
建
て
５
３

７
戸
の
大
規
模
共
同
住
宅
が
加
わ
り
ま
す
。

新
住
民
が
多
く
な
り
紙
屋
、
飲
食
の
旦
那
、

女
将
が
主
導
し
て
路
地
の
地
域
特
性
か
ら
防

犯､

防
災､

共
助
の
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
」

を
心
が
け
実
践
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
が
東
五
軒
町
町
内
会
の
役
員
を
し
て
い

た
当
時
、
会
長
で
し
た
製
本
屋
の
田
中
さ
ん
、

廃
業
さ
れ
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に

転
身
。
今
日
ご
一
緒
の
信
州
長
野
諏
訪
出
身

の
土
田
工
務
店
の
オ
ー
ナ
ー
土
田
さ
ん
か
ら

「
田
中
さ
ん
は
、
昨
年
他
界
」
の
報
、
現
在
、

会
長
は
、
市
井
さ
ん
。
当
時
、
老
舗
の
酒
類

販
売
店
で
し
た
が
そ
の
後
、
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
東
五
軒
町
店
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

親
し
い
方
が
町
内
会
の
役
員
に
お
ら
れ
懐

か
し
い
、
今
秋
に
は､

親
睦
バ
ス
旅
行
を
企

画
実
施
す
る
そ
う
で
す
。
区
立
東
五
軒
町
公

園⛲

も
整
備､

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
運
動
用
具

な
ど
に
模
様
替
え
、
防

犯
上
、
築
山
は
な
く
な

り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
自
動
販
売
機
向

け
飲
料
販
売
の
㈱
八
洋

に
は
、
感
謝
感
激
で
す
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

忘れていませんか。
新型コロナ感染は、まだ収束をしていません

よ。今冬は、全国的に平均気温が低く空気が

乾燥しておりインフルエンザ、通常の風邪も

流行り多くなっています。

健康管理には十分注意を払いましょう。
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
６
年
・
紀
元
２
６
８
４
年
甲
辰

２
月

如
月

４
日
（
日
）

御
鍬
祭

立
春
に
あ
た
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
御
神
楽
を

奉
奏
し
、
「
御
鍬
」
を
授
与
し
ま
す
。

11
日
（
日
・
祝
）
建
国
記
念
祭

午
前
７
時

豊
受
大
神
宮

午
前
11
時

皇
大
神
宮

神
武
天
皇
が
橿
原
の
地
（
奈
良
県
）
に
宮
を
建

て
て
、
初
代
天
皇
に
御
即
位
さ
れ
た
日
を
我
が

国
の
は
じ
め
と
し
て
お
祝
い
し
、
両
正
宮
を
は

じ
め
諸
宮
社
に
大
御
饌
を
お
供
え
し
て
お
祭
り

を
執
り
行
い
、
我
が
国
の
平
安
・
発
展
を
お
祈

り
し
ま
す
。

17
日
（
土
）
～
23
日
（
金
）

祈
年
祭

豊
受
大
神
宮

大
御
饌

17
日

午
前
４
時

奉
幣

午
前
７
時

皇
大
神
宮

御
饌

17
日

午
前
11
時

奉
幣

午
後
２
時

祈
年
祭
は
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も
言
い

、
天
皇
陛
下
が
春
の
耕
作
始
め
の
時
期
に
あ
た
り
五

穀
の
豊
穣
を
お
祈
り
さ
れ
る
の
に
際
し
、
神
宮
で

は
天
照
大
御
神
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
に
お
食
事

を
お
供
え
す
る
大
御
饌
の
儀
が
行
わ
れ
、
続
い
て

勅
使
が
天
皇
陛
下
の
幣
帛
を
奉
る
奉
幣
の
儀
が
行

わ
れ
ま
す
。
祈
年
祭
は
両
正
宮
に
引
き
続
き
２
月

23
日
ま
で
、
す
べ
て
の
宮
社
で
執
り
行
わ
れ
ま

す
。23

日
（
金
・
祝
）
天
長
祭

午
前
７
時

豊
受
大
神
宮

午
前
10
時

皇
大
神
宮

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お
祝
い
し
て
、
御
長

寿
並
び
に
国
民
の
平
安
を
お
祈
り
す
る
お
祭
り
で

す
。

参
拝
時
間

年
末
年
始
は
終
日
あ
り
注
意

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
６
時

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

月)

、
11
日(

木)

、

21
日(

日)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
加
わ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
参
拝
に
あ
た
っ
て
は
神
宮
Ｈ
Ｐ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

神
宮
奉
納
大
相
撲

３
月
31
日（
日
）神
宮
相
撲
場
（
神
宮
会
館
内
）

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
主
催
の
「
第

67
回
神
宮
奉
納
大
相

撲
」
が
開
催
（
雨

天
決
行
）
さ
れ
ま

す
（
写
真
・
昨
年
）
。

こ
れ
に
先
だ
ち

内
宮
神
苑
で
は
午

前

11
時
よ
り
横
綱

の
土
俵
入
り
が
古

式
ゆ
か
し
く
奉
納

さ
れ
ま
す
。

伊
勢
は
い
い
な
あ
、
遷
宮
の
た
び

に
ま
ち
が
変
貌
す
る
で
な
！

【
伊
勢
】
伊
勢
は
、
神
宮
の
遷
宮
制
度

の
お
か
げ
で
20
年
ご
と
に
ま
ち
が
変
わ

る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

48

（
１
９
７
３
）
年
遷
宮
へ
向
け
て
国
道

南
勢
バ
イ
パ
ス
23
号
線
開
通
で
市
街
地

拡
大
、
近
鉄
大
阪
難
波
・
鳥
羽
新
線
、

広
軌
化
で
賢
島
ま
で
延
伸
開
通
、
平
成

５
（
１
９
９
３
）
年
遷
宮
で
は
、
内
宮

前
お
は
ら
い
町
整
備
、
㈱
赤
福
が
「
お

か
げ
横
丁
」
を

開
村
、

平
成
25

（
２
０
１
３
）

年
遷
宮
へ
向
け

て
で
は
、
御
幸

道
路
大
鳥
居
復

興
、

沿
道
燈
籠

撤
去
、
神
宮
外

宮
に
式
年
遷
宮

記
念
「
せ
ん
ぐ

う
館
」
開
館
、
伊
勢
市
駅
前
再
開
発
事
業

Ａ
街
区
（
三
交
Ｉ
Ｎ
Ｎ
）
な
ど
、
２
０

３
３
年
第
63
回
式
年
遷
宮
へ
向
け
て
伊

勢
市
駅
前
再
開
発
事
業
Ｂ
街
区
（
地
権

者
住
居
・
三
交
Ｉ
Ｎ
Ｎ
グ
ラ
ン
デ
ホ
テ

ル
、
市
福
祉
施
設
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊

勢
な
ど
入
居
複
合
12
階
建
て
）
が
開
業
、

伊
勢
市
駅
前
再
開
発
事
業
Ｃ
街
区
工
事

（
地
権
者
住
居
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
商
業

施
設
等
14
階
建
て
・
写
真
上
）
、
宮
川

橋
架
け
替
え
工
事
及
び
道
路
新
設
工
事
、

日
赤
跡
地
に
伊
勢
ひ
か
り
病
院
等
再
開

発
、
伊
勢
慶
友
病
院
跡
地
に
㈱
牛
虎
が

コ
ア
店
移
転
新

築
工
事
（
写
真

下
）
な
ど
徐
々

に
活
気
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
松
阪
駅

前
は
ま
だ
や
に
」
、

「
津
観
音
大
門

通
り
、
さ
び
し

い
な
あ
」
の
声
。

１
２
０
余
年
の
歴
史
に
幕
、

「
西
田
の
て
ん
ぷ
ら
」

【
伊
勢
】
伊
勢
市
駅
前
南
口
「
月
の
宮

通
り
」
界
隈
で
は
、
老
舗
中
華
「
鳥
源
」

（
現
・
岡
本
三

に
岡
本
店
）
、

老
舗
銘
菓
「
七

越
ぱ
ん
じ
ゅ
う
」

が
無
く
な
り
久

し
い
。
子
ど
も

の
頃
は
映
画
館

「
共
楽
館
」
が
あ
り
、
厚
生
小
学
校
か

ら
帰
宅
す
る
と
母
か
ら
５
円
、
10
円
の

小
遣
い
を
も
ら
い
近
所
の
駄
菓
子
屋

「
池
田
菓
子
店
」
か
、
「
豚
捨
の
コ
ロ
ッ

ケ
」
、
「
西
田
の
て
ん
ぷ
ら
」
（
西
田

明
・
写
真
）
へ
日
参
、
山
田
（
外
宮
の

あ
る
地
域
の
こ
と
）

の
世
古
（
路
地
の
こ

と
・
御
師
の
館
）
で

商
店
街
の
竹
馬
の
友

と
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

事
業
承
継
成
ら
ず
廃

業
と
は
、
残
念
で
す
。



相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

【
霞
が
関
】
登
記
簿
を
見
て
も
所
有
者
が
分
か
ら

な
い
土
地
の
面
積
は
、
全
国
で
九
州
の
広
さ
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
所
有
者4

不
明
土
地
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
国
際
的
に
見
て
も
憂
慮
す
べ
き
日
本
の

現
状
で
す
。
そ
こ
で
法
務
省
で
は
、
そ
の
解
消
に

向
け
て
４
月
１
日
か
ら
「
不
動
産
に
関
す
る
ル
ー

ル
」
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

①
相
続
し
た
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
が
成
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
、
義
務
化
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
②
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
、
相
続
人
で

必
要
な
遺
産
分
割
を
行
な
い
登
記
を
行
な
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
⓷
相
続
登
記
免
税
措
置
も
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
義
務
に
違

反
は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
照
会
は
、
法
務
局
な
ど
へ
ど
う
ぞ
。
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時間外労働の上限規制適用開始（2024年4月1日施行）労働基準法では「1日8時間・1週間40時間」

を上限とする法定労働時間が定められており、この枠を超えた残業は法定時間外労働にあたります。法定時間外労働は3
6協定を締結することで可能ですが、原則として「月45時間・年間360時間」までとする規制が、2024年4月1日からはこ

れまで猶予されていた4つの事業・業務についても適用されます。①就業場所・業務の変更の範囲、②更新上限の有無と

内容、⓷無期転換申込機会、④無期転換後の労働条件 表・出典AiDEM 詳細は、厚生労働省HPを参照ください。 htt
ps://www.mhlw.go.jp/tekiyoukakudai/jigyonushi/?_fsi=aIumh37p&_fsi=qLUyRKqg#:~:text

貴
方
を
狙
っ
て
い
ま
す

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
相
手
か
ら
の
投
資
話
が

き
っ
か
け
で
ト
ラ
ブ
ル
、
詐
欺

に
発
展
す
る
被
害
が
若
い
世
代

を
中
心
に
拡
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
「
為
替
相
場
等

が
上
が
る
か
下
が
る
か
」
を
予

想
す
る
金
融
商
品
で
あ
る
バ
イ

ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
（
イ

メ
ー
ジ
図
）
の
相
談
が
金
融
庁
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
庁

窓
口
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
事
例
を
み
る
と
、
相
手
か

ら
「
儲
か
る
か
ら
」
と
勧
め
ら

れ
、
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解
し

な
い
ま
ま
、
紹
介
さ
れ
た
海
外

の
業
者
と
取
引
を
始
め
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
「
業
者
に
出
金
を

求
め
て
も
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代

に
お
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず

「
上
場
確
実
で
す
の
で
、
必
ず

儲
か
り
ま
す
！
元
本
も
保
証
し

ま
す
！
」
（
そ
も
そ
も
未
上
場

株
式
の
入
手
は
あ
り
ま
せ
ん
）
、

「
△
社
の
株
（
社
債
な
ど
）
を

買
っ
て
く
れ
た
ら
、
あ
と
で
高

く
買
い
取
り
ま
す
。
」
、
「
郵

便
や
宅
配
便
等
で
現
金
を
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
」
、
「
金
融

庁
（
そ
の
他
公
的
機
関
名
）
の

者
で
す
が
・
・
・
・
」
、
な
ど

こ
れ
ら
は
、
入
金
・
送
金
後
に

連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
な
ど
詐

欺
的
商
法
の
可
能
性
が
高
い
た

め
、
取
引
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合
に
は
、

金
融
庁
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

相
談
室
、
ま
た
は
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
情
報
提
供
窓
口
に

情
報
を
お
寄
せ
頂
く
と
と
も
に
、

最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
金
融
庁
Ｈ
Ｐ
。
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研究員だより
編集発行人

東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ
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（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
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日本広報学会/四日市大学学会

（4）

世
界
の
覇
権
国
は
人
口
に

比
例
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
覇

権
国
英
国
か
ら
米
国
へ
も

イ
ー
ジ
ー
マ
ネ
ー
時
代
バ

ブ
ル
の
終
焉
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

西
暦
５
～
６
世
紀
頃
、
ゲ
ル

マ
ン
民
族
の
大
移
動
に
よ
り
ア

ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
王
国
へ
侵
入
移
住
し

た
が
14
世
紀
に
欧
州
で
ペ
ス
ト

（
黒
死
病
）
が
流
行
し
て
５
０

０
万
人
ほ
ど
の
人
口
の
３
分
の

１
が
病
死
、
ペ
ス
ト
前
の
人
口

に
戻
る
の
に
約
３
０
０
年
を
要

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
原

島
広
至
「
世
界
人
口
図
鑑
」
す

ば
る
舎
）
。

こ
れ
に
対
し
、
18
世
紀
の
中

国
の
人
口
は
、
約
２
億
７
千
万

人
で
我
が
国
は
江
戸
時
代
中
期

に
あ
た
り
約
３
１
百
万
人
、
米

国
は
３
千
万
人
で
し
た
。
英
国

も
中
国
も
我
が
国
も
貨
幣
経
済

は
発
達
、
鎖
国
に
あ
っ
て
交
易

が
盛
ん
な
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
英
国
は
、
産
業
革
命

に
よ
っ
て
再
び
、
世
界
を
席
巻

し
ま
す
。
な
ぜ
、
英
国
に
興
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ポ
メ
ラ
イ

ツ
「
産
業
革
命
以
前
の
世
界
は
、

一
定
の
面
積
を
有
し
た
土
地
か

ら
食
糧
や
森
林
資
源
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
な
形
で
生

み
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
産
業
革
命
に
よ
っ

て
、
こ
の
土
地
の
制
約
が
な
く

て
も
①
石
炭
が
容
易
に
調
達
で

き
た
こ
と
、
②
食
糧
を
新
大
陸

の
米
州
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
、

⓷
労
働
賃
金
が
割
高
、
機
械
設

備
が
割
安
、
の
基
礎
的
要
件
に

恵
ま
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
（
「
大
分
岐
」
翻
訳
・
名
古

屋
大
学
出
版
会
刊
）
。

19
世
紀
に
な
っ
て
蒸
気
機
関

の
発
明
で
英
国
に
始
ま
っ
た
産

業
革
命
か
ら
今
日
ま
で
の
約
２

５
０
年
間
、
農
業
社
会
か
ら
工

業
社
会
へ
の
転
換
は
目
覚
ま
し

い
科
学
技
術
の
進
歩
発
展
に
支

え
ら
れ
世
界
人
口
は
４
倍
増
加
、

“
ム
ー
ア
の
法
則
”
効
果
で
ハ

イ
パ
１
ー
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
、

イ
ン
フ
レ
も
克
服
、
大
量
生
産

大
量
消
費
社
会
を
構
築
、
ア
ナ

ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
、
通
信

革
命
、
情
報
革
命
で
モ
ノ
、
カ

ネ
人
、
情
報
は
ロ
ー
カ
ル
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
な
金
融

技
術
の
進
化
も
相
ま
っ
て
、
特

に
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

９
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
世
界
的
ク
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら

世
界
的
な
金
融
緩
和
政
策
か
ら

「
イ
ー
ジ
ー
マ
ネ
ー
（
い
わ
ゆ

る
「
あ
ぶ
く
銭
・
楽
し
て
儲
け
」

不
労
所
得
・
お
カ
ネ
あ
り
き
）

の
時
代
」
と
な
り
ま
し
た
。

米
国
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
平
均
株
価
は
、

米
国
の
連
邦
銀
行
の
総
資
産
の

推
移
と
連
動
し
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
が
変
調
を
き
た
し
て
き

た
の
で
す
。
そ
の
一
例
が
世
界

の
国
債
市
場
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
原
因
は
、
世
界
経
済
が
変

容
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
２

年
を
経
過
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
の
長
期
化
、
②
ハ
マ
ス
、
イ

ス
ラ
エ
ル
問
題
の
長
期
化
、
⓷

地
政
学
的
に
地
域
・
海
域
・
国

際
間
の
緊
張
の
長
期
化
な
ど
で

グ
ロ
ー
バ
ル
化
反
転
の
流
れ
は

明
確
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

物
価
の
安
定
が
戻
る
こ
と
は
な

く
世
界
が
イ
ン
フ
レ
の
様
相
に

転
じ
た
こ
と
で
す
。

米
国
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
工
業
株
30
種

平
均
株
価
と
呼
ば
れ
る
通
称
Ｎ

Ｙ
ダ
ウ
平
均
は
、
１
８
９
８
年

に
算
出
さ
れ
、
当
初
の
構
成
銘

柄
は
僅
か
12
社
で
40
・
94
ド

ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
平
均
株
価
は

３
８
、
６
７
１
ド
ル
６
９
セ
ン

ト
と
約
９
４
４
倍
で
す
。
い
か

に
虚
像
・
バ
ブ
ル
で
す
。
我
が

国
は
、
日
経
平
均
の
前
身
で
あ

り
ま
す
東
証
修
正
平
均
株
価
は

昭
和
25
年
９
月
７
日
算
出
が
起

点
（
東
証
の
戦
後
市
場
再
開
は

昭
和
24
年
５
月
16
日
で
Ｊ
逆

算
算
出
始
値
１
７
１
円
21
銭
）

世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
環
境
と

な
り
史
上
初
の
世
界
同
時
金
融

引
き
締
め
局
面
に
入
っ
た
現
在
、

わ
が
国
だ
け
が
戦
後
バ
ブ
ル
経

済
を
経
験
、
崩
壊
か
ら
30
年
余

も
超
低
金
利
で
世
界
の
資
金
調

達
の
担
い
手
・
受
け
皿
も
よ
う

や
く
民
間
・
個
人
部
門
の
強
靭

さ
か
ら
環
境
は
過
去
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
イ
ー

ジ
ー
マ
ネ
ー
時
代
」
に
幕
、
終

焉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
イ
ス
国
立
銀
行
が
昨
年
９

月
22
日
に
金
利
を
引
き
上
げ
た

結
果
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
を

維
持
し
て
い
る
の
は
我
が
国
の

日
本
銀
行
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
か
じ
取
り
は

難
し
い
。
国
地
方
の
債
務
残
高
、

国
債
の
発
行
残
高
か
ら
イ
ン
フ

レ
に
拠
る
金
利
上
昇
は
金
利
負

担
が
増
え
、
ひ
い
て
は
国
民
負

担
と
な
る
か
ら
で
す
。
デ
フ
レ

脱
却
か
ら
正
常
な
経
済
へ
の
軌

道
修
正
と
米
国
は
、
新
自
由
主

義
の
反
省
期
と
観
ま
す
。
篤

葛
飾
探
検
団
活
動
再
開
本
格
化

【
お
花
茶
屋
】
東
京
葛
飾
区
は
、
大
田
、
墨
田
な
ど
と
と

も
に
日
本
を
代
表
す
る
中
小
企
業
の
ま
ち
で
す
。
ぬ
い
ぐ

る
み
人
形
「
モ
ン
チ
ッ
チ
」
の
セ
キ
グ
チ
、
「
だ
っ
こ
ち
ゃ

ん
」
の
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー､

「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」
、

「
キ
ャ
ッ
プ
テ
ン
翼
」
、
「
こ
ち
ら
亀
有
派
出
所
」
な
ど

で
も
名
高
い
「
か
つ
し
か
」
に
投
融
資
先
企
業
訪
問
を
通

じ
て
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

葛
飾
区
教
育
委
員
会
郷
土
と

天
文
の
博
物
館
（
お
花
茶
屋
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
葛
飾

探
検
団
」
（
区
学
芸
員
・
地
誌

研
究
者
）
所
属
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
も
今
年
度
か
ら
再
開
、
活

動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
中
川
」
の
今
・
昔
。
１
月
21
日
㈰
朝
か
ら

同
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
写
真
）
に
参
加
、
Ａ
グ
ル
ー

プ
は
、
①
中
川
沿
線
の
主
な
工
場
、
産
業
構
造
の
変
化
と

23
区
か
ら
の
工
場
移
転
政
策
で
跡
地
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
マ
ン
シ
ョ
ン
群
、
学
校
な
ど
に
用
途
変
更
で

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
千
住
か
ら
水
戸
へ
の
水

戸
街
道
「
新
宿
に
い
じ
ゅ
く
」
、
蛇
行
の
中
川
を
利
用
し

て
の
産
業
立
地
と
お
や
つ
「
せ
ん
べ
い
」
生
産
が
盛
ん
で

し
た
。
低
湿
地
で
砂
洲
が
水
稲
に
は
適
さ
ず
、
陸
稲(

お

か
ぼ)

米
、
せ
ん
べ
い
は
、
う
る
ち
米
を
原
料
に
使
用
し

ま
す
が
、
近
郊
野
菜
生
産
と
と
も
に
陸
稲
で
お
か
き
、
あ

ら
れ
同
様
も
ち
米
で
す
。

中
川
は
、
埼
玉
県
羽
生
市
か
ら
蛇
行
を
し
な
が
ら
葛
飾

区
内
、
江
戸
川
区
内
を
流
れ
東
京
湾
へ
。
日
光
街
道
の
草

加､

水
戸
街
道
の
青
砥
な
ど
原
料
、
生
産､
消
費
は
地
の

利
だ
っ
た
の
で
す
。
３
月
の
成
果
物
展
示
発
表
に
向
け
て

活
動
た
け
な
わ
、
後
の
立
石
の
せ
ん
べ
ろ
も
楽
し
み
で
す
。


